
地
元
の
縄
文

文
化
を
学
ぶ

八
ヶ
岳
縄
文
人
の
衆
が
発
足

を
使
用
し
た
整
芸
形
式
の
学
習

会
を
月
1
回
開
き
、
縄
文
文
化
に

理
解
を
深
め
る
。

八
ヶ
岳
山
麓
に

広
が
る
地
元
の
縄

絹
禍
絹
祝
い
轡
錮

発
足
し
た
。
茅
野
市
湖
東
の
小
林

毒
久
一
代
表
（
華
の
呼
び
掛
け
に

賛
同
し
た
人
た
ち
が
、
テ
キ
ス
ト

小
林
代
表
は
茅
野
市
の
縄
文
文

化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
担
い
手

と
な
る
人
を
増
や
す
た
め
、
八
ヶ

岳
西
贅
の
遺
跡
を
学
ぶ
機
会
に
し

ょ
う
と
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
へ

飼
先
生
に
教
え
を
請
い
、
縄
文
文

化
の
担
い
手
と
し
て
次
世
代
に
バ

ト
ン
を
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
て
い
た
。

た
。
学
習
会
は
、
同
市
尖
石
縄
文
考

古
館
元
館
長
で
諏
訪
考
古
学
研
究
“

会
長
の
鵜
飼
幸
雄
さ
ん
＝
同
市
宮

川
＝
が
講
師
を
務
め
、
鵜
飼
さ
ん

の
著
書
「
八
ヶ
岳
西
麓
の
縄
文
文

化
⊥
弓
の
国
宝
土
偶
と
黒
曜
石

の
里
」
（
敬
文
社
）
を
テ
キ
ス
ト
に

使
用
。
担
当
者
1
人
が
音
読
す
る

／
の
を
全
員
で
聞
き
、
鵜
飼
さ
ん
の

解
説
を
受
け
て
意
見
を
交
わ
す
。

第
1
回
学
習
会
は
2
6
日
夜
、
ゆ

い
わ
ー
く
茅
野
で
開
い
た
。
小
林

代
表
、
鵜
飼
さ
ん
を
は
じ
め
同
市

内
を
中
心
に
8
人
が
参
加
。
自
己

紹
介
に
続
き
、
小
林
代
表
が
テ
キ

輪
読
会
形
式
で
縄
文
文

化
を
学
習
す
る
「
八
ヶ

岳
縄
文
人
の
衆
」

ス
ト
の
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
を
読

ん
で
参
加
者
で
意
見
交
換
し
た
。

小
林
代
表
は
あ
い
さ
つ
で
李

習
会
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
鵜

学
習
会
は
毎
月
第
4
金
曜
の
夜

に
ゆ
い
わ
ー
く
茅
野
で
開
く
。
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
講
演
会
な
ど

も
企
画
し
た
い
考
え
だ
。


